
財
産
を

守
る
!

知
っ
て
お
こ
う

予期せぬ自然災害に備えを
保
険
や
共
済
の
加
入
、

保
障
内
容
の
点
検
大
切

建物や家財の保障を紹介するＪＡ共済のパンフレット

地震や台風、豪雨など自然災害が、日

本で近年度々起きている。予期せぬ災害

の備えとして、保険や共済の新規加入や

保障内容の見直しが大切だと考える人が

増えている。

ＪＡ共済は「相互扶助」を事業理念に、

暮らしを取り巻くさまざまなリスクに備

える保障を提供する。

このうち、「建物更生共済むてきプラ

ス」は「建物プラン」「家財プラン」「営

業用什
じゅう

器
き

備品プラン」「特定建築物プ

ラン」の四つがある。これらのプランは

火災や台風のほか、地震やけがなどにも

総合的に備えることができるのが特徴。

「実損てん補方式」を導入したことで実

際の損害額が受け取れ、当面の生活に必

要な費用として臨時費用共済金が支払わ

れるなど生活再建にも役立つ。

ＪＡ共済連鳥取によると、2024年１月

１日に発生した能登半島地震では全国で

万1432件、1419億7417万円の共済金が

支払われた。また、鳥取県に大雨などで

大きな被害を与えた 年８月の台風７号

での共済金の支払いは県内で373件、１

億6900万円に上った（2024年８月２日時

点）。

地震調査研究本部によると、日本周辺

には六つの海溝型地震が発生する領域が

あり、陸地には２千以上の活断層が確認

されている。今年８月８日には、南海ト

ラフ巨大地震の想定震源域内を震源地と

するマグニチュード71の地震が発生。

また、東北地方は７月の記録的な大雨や

８月の台風５号の影響で、河川の氾濫や

土砂災害など住民に大きな被害を与え

た。

ＪＡ共済連鳥取は「最近は自然災害が

頻発し、いつ自分や家族が被災するか分

からない。何事もないことが一番良いが、

日頃から防災への意識を持つことが大

切。建物や家財の保障の加入や保障内容

の点検を定期的に行い、災害に備えてほ

しい」と話している。

ファイナンシャルプランナー

早川悟さんに聞く

日常生活をスムーズに立て直す

にはどんな準備をしておけばよいの

か。資産運用や保険など「お金」の面

でさまざまな悩みをサポートしてくれる

ファイナンシャルプランナーで、鳥取ＦＰ

オフィス代表の早川悟さん（日本ＦＰ協会鳥

取支部所属）に聞いた。

水
害
や
地
震
保
険
の
契
約
も

災
害
用
資
金
の
貯
蓄
を

災害が起これば、日常が一変し、生活設計も崩れてしまう。

被災時の家計のダメージを予想し、不測の事態に備える必要が

ありそうだ。

【
プ
ロ
フ
ィ
ル
】

鳥
取
Ｆ
Ｐ
オ
フ
ィ
ス
代
表
。
防
災
士
の
資
格
も
取
得
。

災
害
の
頻
発
化
や
大
雨
の
被
害
が
年
々
増
え
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
「
ま

ず
は
命
を
守
る
上
で
も
『
避
難
』
を
第
一
に
考
え
る
な
ど
日
頃
か
ら
防
災
意

識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
」

も
し
も
に
備
え
予
備
費

―
災
害
用
の
資
金
は
ど
れ
く
ら
い
必
要
？

備
蓄
品
と
同
じ
く
資
金
に
つ
い
て
も
、
災

害
時
用
に
備
え
る
こ
と
が
大
切
。
個
人
の
タ

ン
ス
貯
金
や
銀
行
預
金
な
ど
で
も
よ
い
で
す

が
、
定
期
預
金
や
変
動
国
債
な
ど
、
固
定
さ

れ
ず
に
す
ぐ
に
使
え
る
お
金
を
手
元
に
持
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

災
害
の
規
模
に
も
よ
り
ま
す
が
、
半
年
か

ら
１
年
分
の
生
活
費
を
予
備
費
と
し
て
確
保

す
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
ま
ず
は
備
蓄
品
に
よ
っ
て
生
活
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
回

復
し
て
き
た
後
に
、
現
金
で
の
買
い
物
な
ど

の
た
め
の
生
活
費
、
宿
泊
費
な
ど
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

最
低
３
カ
月
分
は
あ
る
と
安
心
で
す
し
、

被
災
住
宅
の
修
繕
な
ど
が
あ
れ
ば
、
さ
ら
な

る
資
金
の
貯
蓄
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
現
金

だ
け
で
な
く
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
こ
と
も
一
つ

契
約
保
険
を
確
認

―
住
ま
い
の
被
害
な
ど
へ
の
対
応
は
？

の
備
え
に
な
り
ま
す
。

住
宅
の
保
険
は
地
震
に
よ
る
火
災
や
津
波

に
よ
る
被
害
な
ど
を
考
慮
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

保
険
に
入
る
こ
と
が
必
要
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

住
宅
を
購
入
す
る
と
火
災
保
険
に
加
入
す

る
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
近
年
全
国
的

に
多
発
し
て
い
る
洪
水
や
崖
崩
れ
な
ど
水
害

が
心
配
な
方
は
、
火
災
保
険
の
中
の
水
災
保

障
も
一
緒
に
契
約
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

一
方
で
、
火
災
保
険
は
地
震
に
は
適
用
さ

れ
な
い
た
め
、
地
震
保
険
に
も
加
入
す
る
こ

公
的
支
援
も
活
用

―
心
が
け
て
お
き
た
い
こ
と
は
？

と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
地
震
保
険
は
単
独

で
は
加
入
で
き
ず
、
火
災
保
険
に
付
帯
す
る

方
式
で
の
契
約
と
な
り
ま
す
。
す
で
に
火
災

保
険
の
加
入
者
で
あ
れ
ば
、
中
途
か
ら
で
も

地
震
保
険
に
加
入
で
き
ま
す
。
地
震
保
険
を

検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
契
約
し
て
い
る
保
険

会
社
へ
相
談
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。ま

た
、
災
害
に
よ
る
住
宅
の
被
害
な
ど
を

証
明
す
る
「
罹り

災さ
い

証
明
書
」
が
さ
ま
ざ
ま
な

申
請
手
続
き
の
際
に
必
要
に
な
り
ま
す
。
カ

メ
ラ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
被
災
し
た
自
宅

の
被
害
状
況
を
写
真
で
撮
影
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
申
請
書
類
の
提
出
や
、
具
体
的
な
手

続
き
、
期
限
に
つ
い
て
は
市
町
村
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

備
蓄
も
そ
う
で
す
が
、
同
じ
よ
う
に
お
金

に
つ
い
て
も
、
防
災
関
係
費
と
し
て
貯
蓄
に

回
す
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
も
必
要
に
な
る
と
思
う
の
で
、
フ
ァ
イ
ナ

ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

万
一
の
際
に
は
、
公
的
な
支
援
も
活
用
し

ま
し
ょ
う
。
地
震
な
ど
の
災
害
に
よ
っ
て
家

が
倒
壊
す
る
と
、
避
難
所
に
一
時
的
に
滞
在

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
通
常
は
２
年
間

程
度
で
避
難
所
を
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

自
宅
を
再
建
す
る
際
に
は
高
額
な
費
用
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制

度
や
住
宅
の
応
急
修
理
な
ど
の
支
援
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
申
請
は
被
災
者
自
身

が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
注
意
事
項
も

あ
る
の
で
、
専
門
家
に
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る

こ
と
も
お
勧
め
で
す
。
防
災
意
識
を
持
ち
な

が
ら
、
保
険
の
加
入
や
公
的
な
支
援
制
度
を

活
用
し
、
万
が
一
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

主
な
公
的
支
援
制
度

被
災
時
に
利
用
で
き
る

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度

災
害
で
住
宅
が
全
壊
す
る
な
ど
、
生
活
基

盤
に
著
し
い
被
害
を
受
け
た
世
帯
を
対
象
に

最
大
３
０
０
万
円
を
支
給
す
る
。支
給
額
は
、

住
宅
の
被
害
程
度
に
応
じ
た「
基
礎
支
援
金
」

住
宅
の
応
急
修
理

と
、
住
宅
の
再
建
方
法
に
応
じ
た
「
加
算
支

援
金

の
合
計
額

単
身
世
帯
は
４
分
の
３

日
常
生
活
に
必
要
な
最
小
限
度
の
部
分
の

修
理
は
、
自
宅
が
一
定
の
被
害
（
大
規
模
半

壊
、
中
規
模
半
壊
、
半
壊
（
半
焼
）
ま
た
は

準
半
壊
）
を
受
け
た
世
帯
に
対
し
て
、
被
災

し
た
住
宅
の
屋
根
、
居
室
、
台
所
、
ト
イ
レ

な
ど
日
常
生
活
に
必
要
な
最
小
限
度
の
部
分

を
応
急
的
に
修
理
す
る
。
※
工
事
費
用
の
限

度
額
は
、
自
治
体
に
確
認
。

（
内
閣
府
・
防
災
情
報
よ
り
引
用
）

災
害
時
に
受
け
ら
れ
る
支
援
制
度
は
災
害

の
規
模
や
程
度
に
よ
り
異
な
る
。
制
度
活
用

の
際
は
各
自
治
体
や
関
係
機
関
に
相
談
を
。
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（７） ２０２４年 (令和６年 )８月３１日　土曜日 ( 第３種郵便物認可 )（７） ２０２４年 (令和６年 )８月３１日　土曜日 ( 第３種郵便物認可 )


